
落語家

春⾵亭昇太さん
TBSドラマ「タイガー＆ドラゴン」のヒットなどにより、落語ブームと⾔われる昨今、その中
でも今後の落語界をになうニューリーダーとして期待されているのが、実⼒派としても知られ

る落語家の春⾵亭昇太さんだ。創作落語を始め、現代的な解釈で楽しませる古典でも⾼い評価

を集めている。⼀⽅で趣味⼈としても知られ、カメラ趣味もそのひとつ。旅をする事が多い仕

事柄、旅先で撮ることが多いと⾔う写真。今回はその⾯⽩さや魅⼒についてたっぷりとお話い

ただいた。

Beginning 出会い
カメラには つい触れたくなる魅⼒がある

最初に写真を撮り始めたのはいつ頃からですか？

カメラはずっと好きだったんですけどね、お⾦がないからちゃんとしたカメラを買うことができなくてずっと簡単に撮れるやつを

使ってたんですよ。そのうち落語家になると、落語家って仕事で地⽅に⾏ったりして旅が多いんですよ。各地でいろいろな⾵景に

出会ったりしますから、それでちょっと本格的にやってみようかなということでちゃんとしたカメラを買って撮るようになって。

それがだいたい、10年くらい前ですね。

どのようなカメラを使っているんですか？

デジタルカメラはD70を使っています。あと、古いカメラが好きなんですよ。カメラ以外にも古いものが好きで集めたりしてるん
ですけど、古いカメラはなんとなく使い勝⼿が悪いのがいいというか（笑）。

僕はもともとメカ好きなところがあって、カメラ⾃体も好きなんですよ。⾃分でいじったりするわけではないんですけど、カメラ

って⾒た⽬が綺麗じゃないですか。古いカメラもそうだし、もちろん今のカメラも。物としてすごく完成されている感じがして、

触りたくなるんですよね。そこにポンってカメラが置いてあったら、誰でも絶対に触るでしょ？（笑）触らない⼈っていないです

よ。触ってシャッターを押しちゃいますよね。カメラってそういう魅⼒があるんですよ。

ええ、わかります。カメラの持つ雰囲気に惹かれるんですよね。

はい。でもね、魅⼒的だからこそ深いところまで⾏かないようにしてるんです。凝り出したら楽しくてキリがなくなってしまいそ

うで恐い。だから、今は浅いところで楽しんでますよ（笑）。

ずっとカメラが好きだったということですが、それは⼦供の頃から？

そうですね、興味はありましたね。親も⼩さいころによく写真を撮ってくれたんです。ブローニーサイズの、蛇腹のカメラで。そ

のカメラはもらって今僕が持ってるんですよ。撮ってみたんですけど、なかなかうまく撮れなくて⾯⽩いです。

それから、学校の遠⾜や修学旅⾏にはみんなハーフカメラを持っていきましたね。あと⼤学時代はポケットカメラ。110判のフィ
ルムで撮るやつを使ってました。……そう⾔えば、丸いカートリッジみたいなものを取り替えるカメラもありましたよね。すぐ無
くなっちゃたけど、ディスクカメラっていうんでしたっけ、あれも持ってたなぁ。

（笑）カメラの移り変わりの歴史をたどっていらっしゃるような。

そうです、そうです、そういう時代を過ごしてきましたよ。だってデジタルカメラが出たときも買いましたからね。こんな便利な

ものがあるのか！すごーい！って⾔って使っていたんですけど、画素数は10万画素しかないの。今では考えられないですよね。携
帯電話ですら200万画素以上あるのに。しかも、何を撮ってもはめ込み画像みたいに写るんですよ。奥⾏きが無くて、撮っても全
部合成写真みたいなの（笑）。

デジタルカメラも当時はかなり珍しがられましたけどね、それが今ではそっちが主流になるくらい普及してますよね。すごい時代

になったなぁと思いますよ。

Pleasure 楽しみ
デジタルは便利で気軽 フィルムは写真が上がるのを待つのが楽しい

写真はやはり、旅先で撮られることが多いのですか？

そうですね。旅に⾏くときには必ずカメラを持って⾏いきます。実はその写真をスライドにして、お客さんに⾒せながらあれこれ

しゃべるという“旅ライブ”のようなことをずっとやってるんですよ。それで、以前はスライドにするためにと思ってポジで撮影を
していたんですけど、今はもう、デジタルカメラが便利で。旅に⾏くときには基本的にデジタルカメラを使ってます。扱いも楽、

編集も楽、それに写真の管理も楽でしょ。

編集までご⾃⾝でされているんですね。

もちろんやりますよ。デジタルカメラだと本当に簡単ですよね。パソコンに取り込んで、ソフトでパパッと編集できちゃう。⾳楽

をつけたり、タイトルをつけたり、あっと⾔う間ですからね。ポジで撮っていたときは、ライトボックスの上でどれにしようかな

ぁなんて1枚1枚ルーペで覗いたりして、フィルムを切って、ひとつずつマウントにパチンと⼊れてってやってましたよ。たまに夜
中に作業してるときに眠くてぼんやりしちゃって「あぁ！ フィルム切り過ぎた！」なんてやってました（笑）。
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でも、もともと僕はポジって好きなんですよ。発⾊がいいから、ライトボックスで⾒てると⾃分が写真うまくなったような気持ち

になるじゃないですか（笑）。あれで⾒ると、なんでもちゃんとしてるように⾒えちゃう。綺麗だなぁって。

では、フィルムで撮影するときもあるんですか？

もちろんありますよ。僕はそれぞれ、両⽅好きなんですよ。デジタルカメラの

便利さと気軽さ、フィルムカメラの⾯倒なのと撮ったときの感覚が⼼地よいの

と。だから、仕事で使うとなると圧倒的にデジタルカメラだけど、休みの⽇に

のんびりなんてときは古いカメラで撮るのがいいですね。普段、仕事や仲間内

で撮る時はデジタルカメラデ簡単にパッと撮れた⽅がいいじゃないですか。で

もゆっくりしたいときはマニュアル機で、露出も⽬測程度で測るような古いカ

メラで、時間をかけて撮っています。

撮っていて⼀番楽しい、⾯⽩いと感じるのはどんなところですか？

デジタルカメラはバシャバシャ撮りまくって、⾒て消してまた撮って、そうや

って撮影できるのが⾯⽩い。フィルムカメラの場合はね、写真屋さんにフィル

ムを出してから戻ってくるまでの時間がいいんですよ。待ってる間が楽しいですね。特に古いカメラは⾔うこと聞かないでしょ。

だからどういう⾵に写ってるか想像がつかないから余計にワクワクしますよね。それで、思いのほかよく撮れたりすることってた

まにあるじゃないですか、素⼈でも。そういうのがあるとすっごい楽しいです！

ライトボックスで⾒ながら。

そう、⾒ながら「お、完璧だなこれ、キタんじゃないのー！」って独りで⾔ってる。「どうしてこんなにうまいんだろう」とかね

（笑）。そういうのは全部たまたまです。どうやって撮ったかなんて覚えてないですよ、偶然撮れた写真だから。でもその偶然が

あるのが⾯⽩くてね、1⼈でキャーキャー⾔ってますよ（笑）。
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Future これから
カメラは⻑く ⽣涯続けられる趣味

昇太さんにとって写真はどんな存在ですか？

まぁ、仕事で使う事もありますけど、写真は純粋な趣味ですね。なんかね、ごちょごちょいじってやってるのが好きなんですよ。

写真を編集するのも好きだし、それに1⼈で没頭してるのが楽しくて仕⽅ない。

落語もご⾃⾝で噺を作って演出をして、1⼈で全てやるというスタイルを取られていますよね。

噺を作ってもらったり⼈にお願いしてもいいんじゃないの？って⾔われるんですけどね、いちいちどうやりたいかを説明するのが

もどかしいんです。その時間があるのなら⾃分でやったほうが早いなって、そういう気がしてしまって。もともと⼈と何かをやる

のが苦⼿なのかもしれません。落語は1⼈でできちゃうものですからね、⾃分の⽬の届く範囲でやるのが好きなんです。だからカ
メラも⼿を広げずに、ギリギリ、⾃分でコントロールできる範囲の趣味に⽌めておかないといけない（笑）。

気楽に楽しくできる範囲で。

そうです、そうです。でも、写真って本当にいい趣味だと思いますよ。だって年齢を問わず、ず

っと⻑く続けられるじゃないですか。定年退職したおじさんたちが退職⾦でカメラを買ったなん

て話、よく聞きますからね。おじさんたちの若い頃は、カメラなんて今じゃ考えられないような

値段でしたからね。よく、うれしそうに「これ最近買ったんですよ」って⾃慢されるんでね、

「おぉ、いいですねー」ってその度に⾔ってますよ（笑）。

そういう意味でも、昇太さんも⻑く、おじさんになってもおじいさんになっても続けられます

ね。

そうですね。⻑く続けていきますよ。これからどんどん、カメラの技術も良くなって、旅先でも

かさばらない、軽くて⾼性能のカメラなんかできていくとうれしいですね。旅に出るときカメラ

関係の荷物がかさばってね、それだけが⼤変で（笑）。

そういえば旅先の写真ということですが、昇太さんの写真を拝⾒すると⼈物写真が意外と多いで

すね。

そうですね、（⽴川）志の輔ばっかり写ってるでしょ。彼とは同期なんですが、よく⼀緒に旅⾏

に⾏ったりしてるんですよ。そうすると⼀緒にいるからよく撮っちゃう。それに志の輔カメラ持

ってこないので、僕のカメラしかないの。「はい、ここで1枚撮ってー」なんて要求してきて、たまには僕の写真も撮れよ！って
思うんだけど（笑）。まぁ、⾯⽩いことをしてたりするので勝⼿に撮って楽しんでるんですけどね。たぶん、志の輔写真集ができ

ますよ。

なるほど（笑）。いいモデルになっているわけですね。

でも、最近はお互い忙しくてなかなか⼀緒に旅に⾏けてないんですよね。そういえば旅ライブもしばらくやってないんですよ。だ

から今後やりたいこととしては、また旅ライブができたらいいですね……の前にまず、旅に出たいですね（笑）。

  コンテンツトップへ戻る

※掲載している情報は、コンテンツ公開当時のものです。

https://www.nikon-image.com/enjoy/life/talk/

